Study on Light Irradiation Thermionic Converter of Indirectly Heated Type by 川口, 朋秀 et al.
愛知工業大学研究報告
第 33号B 平成 10年
55 
傍熱型光照射熱電子コンパータに関する研究
Study on Light Irradiation Thermionic Converter 
of Indirectly Heated Type 
川口朋秀1 、 津田紀生什 山国語tt 
Tomohide Kawaguchi ， Norio Tsuda ， Jun Yamada 
Abstract Thermionic gen巴rationis remarkable as one of new t巴chnologyof generation of 
electricity in the future. It is one of direct generation， and it has many advantages. But a 
thermionic converter is not prac七icallyused yet. The thermionic converter generally works at 
high t巴mperature.But it causes to shortening of emitter's life and problem of stability. To 
improv巴 theseproblems the light is irradiated to the thermionic converter at lower 
temperature. In this巴xpenm巴ntthe thermionic converter of indirectly heat巴dtype is used， 
and the characteristic of output is measured. An accurate estimation of output density became 
to be possible by using the indirectly heated type. As a result ofthe experiment， itwas found巴d
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図 13 出力波形の半値幅 vs電極温度
照射光の波長 627(nm)、レーザエネルギー 15(mJ)、
セシウム蒸気圧2.8(Pa) 
間照射と電極照射のピーク時間を比較すると、電極
照射の方が出力の立ち上がりは速くなっている。
電極温度に対する出力波形の半値lPilを図 13に示
す。エミッタ混度の低い領域で、半値幅は広く、温
度の上昇に伴い狭くなる。電極温度が高くなると多
くの電子放出が起こる。そして、放出された電子と
セシウムイオンとの再結合が起こり、セシウムイオ
ンの消滅は速くなる。従って、出力波形の半値l隔も
狭くなると考えられる。空間照射と電極照射の半値
幅を比較すると、電極照射の方が狭い。電極照射で
はエミッタの加熱効果による熱電子放出、または光
電子放出現象のために、多くの電子が放出されるの
でセシウムイオンの消滅する時間が更に早まるため
であると思われる。
5 総括
本研究は熱電子コンパータに光を照射することで
出力の増大効果を試みた。そして比較的低温領域で
の動作を目的としたものである。今回の研究はセシ
ウムを封入した傍熱型熱電子コンパータを用いて研
究を行った。ここでは実験で得られた結果をまとめ
ておく。
直熱型熱電子コンパータの時より低いエミッタ温
度で出力測定、者引面を行うことが可能となった。そ
の結果、出力増加率はある電極温度で極大を持つこ
とが明らかとなり、増加率の値は数百倍にも達した。
この値は直熱型コンパータの実験のものより非常に
大きな値である。そして空間照射と電極照射を比較
すると、空間照射の方が大きな増加率を得ることが
できた。また空間照射時では、光照射位置によって
出力が大きく変わることが明らかとなった。
電極温度の低いときほど出力は遅く立ち上がり、
出力波形の半値幅は広くなることが明らかとなった。
以上のことより動作条件を適切に選択することで
熱電子コンバータの光照射出力は比較的大きなもの
が得られ、動作温度を低温化できるということがい
える。
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